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1. 安全安心な食料いのち

安全安心な食品に対する消費者の関心は高くなっています。

●食品購入時に、おいしさや価格よりも安全性を意識する人が
多くなっています。

●また、食品に対する不安として、「輸入農産物、輸入原材料等
の安全性」、「農畜水産物の生産過程での安全性」が多くな
っています。

■食品購入時における消費者の意識・関心 

安全性 

簡便性 

話題性 

カロリー 

ブランド 

量や大きさ 

栄養素 

価格 

おいしさ 

（%） 
0 20 40 60 80

63.6

54.3

50.2

14.5

5.5

4.5

3.0

2.1

1.2

資料）農林漁業金融公庫「平成14年度第1回消費者動向等に関する調査」 

■国産・外国産の購入割合 

（%） 
0 20 40 60 80 100

外国産 国産 どちらともいえない 無回答 

生鮮野菜 

生鮮肉類 

生鮮魚介 

生鮮果物 

生鮮 
きのこ類 

資料）農林水産省「平成13年度第1回食料品消費モニター調査結果」 
 

3.9

3.5

5.6

4.6

12.5

17.9

30.9

34.7

18.7

85.3

75.5

58.6

64.6

77.3

1.1 1.2

1.2

1.1

1.0

0.9

■食品に対しての不安 

農畜水産物の生産 
過程での安全性 

その他 

家庭での 
取り扱い方 

外食店舗での 
安全性 

小売店での 
安全性 

流通過程での 
安全性 

製造・加工工程 
での安全性 

輸入農産物、輸入 
原材料等の安全性 

（%） 
0 20 40 60 80 100

ある ない 無回答 
3.4

2.9

4.6

3.5

4.2

4.2

5.8

5.3

75.7

82.9

66.0

43.0

45.5

66.0

23.0

20.9

14.3

30.4

52.4

50.3

29.7

71.2

60.534.2

資料）農林水産省「平成13年度第3回食料品消費モニター調査結果」 
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●生鮮食品の購入割合では、国産を選ぶ方が多く、特に生鮮野菜では約85％が国産を選ぶとしています。

2. 安全な農産物を生産する技術いのち

環境に配慮しつつ、安全な農産物を生産する技術も取り入れています。

●宮崎県綾川地区の整備された畑では、土壌中に生息する畑作物の害虫「センチュウ」を、農薬の代わりに、畑に水を満たしておく
ことで減少させる営農を行っています。

■用水利用型 

用水路 
分水施設 

かんがい用パイプ 

●水田では、地下かんがい（土中のパイプから給水すること）によって肥料や農薬の流出が抑えられ、農薬等の効率的な使用につ
ながります。

■ほ場を湛水することによる病害虫防除 

80

100
（%） 

60

40

20

0
50日 
湛水区 

薬剤 
処理区 

宮崎県綾川地区 

センチュウの減少した割合 

（ほ場の地表下15cm） 

湛水したほ場は薬剤を使用したほ場と同様の
センチュウ防除の効果があります。 

資料）南九州土地改良調査管理事務所調べ 

畑地での作付け状況（だいこん、11月中旬）

畑地での湛水による病害虫防除の状況（8月中旬）


